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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私は，尾道市立因北小学校　道徳教育推進教師の　中岡瞳です。　本日は，本校で取り組んでいる「因北小ユニット道徳」について説明させていただきます。よろしくお願いします。★



因北小ユニット道徳の考え方】

〈道徳科パッケージ型ユニット理論の基本的な考え方〉
①道徳科学習課題の共有による協同的課題探求型の学習を軸とする。
②協同思考によって導きだした共通解（共有し合える望ましさとしての価
値理解）を基に，個としての納得解（自らの価値実現への志向意思力）
の紡ぎを実現する。
③テーマ課題探求を通して個としての道徳的資質・能力を高める。

田沼茂紀編著『道徳科授業のつくり方 パッケージ型ユニットでパフォーマンス評価』東洋館出版、2017年、85頁。

パッケージ型ユニットでの道徳科授業づくりで大切にすべきことは，個の道
徳的学びを支え，継続させる課題意識をどう持続させるかです。すなわち，
学習プロセスを構成するうえで一番ポイントとなる学習テーマの押さえが重
要だということです。

田沼茂紀編著『道徳科授業のつくり方 パッケージ型ユニットでパフォーマンス評価』東洋館出版、2017年、86-87頁。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「因北小ユニット道徳」とはカリキュラム・マネジメントを具体化するものです。ユニット道徳では，まず学習テーマ，つまりユニットテーマが大事になってきます。ユニットテーマとは，いくつかの道徳科の時間を通して継続的に考えるテーマとなってきます。★



学校教育目標

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは，本校の全体計画別葉です。★学校教育目標にせまることを目指し，年間3つのユニットを組んでいます。例えば，1学期は，「自他の尊重」（違いを認め，力を合わせる児童）を目指したユニットで，ユニットテーマは，「仲間を大切にする生き方」です。1学期のユニットには，全学年いじめに関する授業を取り入れています。このように，ユニットを構成する際には，児童にとって分かりやすいユニットテーマにすることや複数の道徳科の授業でユニットテーマを考えることができるようにすることが大事になってきます。また，道徳科の時間のみではなく，他教科等の時間でも，ユニットテーマに関連付けて学習をしています。★



【因北小ユニット道徳】 道徳の授業をどのように組み立
てているかを記述する。

予想される児童の反応を整理し，児童の思考の流れ
を想定する。児童にとって必然性のある流れになるよ
うに！

児童自身が「自分たちでユニットテーマを設定でき
た！」と思えるような事前学習にする。そのための指導
者の発問を記述する。（課題意識）

その他の教育活動は，どのようにユニットと関連してい
るかを記述する。

事後学習では，児童はどのような姿，考え方になって
いるかを記述する。（目指す児童の姿）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指導案ではこのように示しています。これは，１学期に行ったユニットです。授業は，児童の思考の流れにそって組み立ててあります。まず，★ユニット学習前にユニットテーマの設定を行い，児童がテーマについて課題意識をもてるようにします。6年生では，学級活動の「学級の友達関係や生活の見直しをしよう」と関連させて行います。このように，学級活動や帯タイムの時間を使ってユニットに対する学習前の考えをもたせておきます。そして，4時間の道徳科を核にユニット学習が進んでいきます。6年生の場合では，1時間目で「自由と責任」について学び，自分で判断することの大切さを知ります。2時間目は★「いじめ」についての授業を行います。1時間目の授業で学んだ「自分で判断すること」がいかされ，「いじめを許さない心が大切だな」と考えることで，1時間目と2時間目の授業がつながります。さらに，3時間目では★「いじめをつくらいないためには，誰に対しても思いやりの心をもつことが大切である」といじめから思いやりにつながります。4時間目では★男女とも信頼することについて学び，ユニットテーマ「仲間を大切にする生き方」に迫っていきます。児童にとって必然性のある学びをデザインしていくことで，「主体的・対話的で深い学び」を実現していきます。★ユニット学習後には，ユニットテーマについて自分の考えを整理する時間を取ります。ユニットに関する言葉集めを行ったり，実際に体験学習をしたりする学年もありました。こうすることで，自分の考えの変容を自覚でき，学びを価値づけることができるといえます。このように，ユニットテーマを，道徳科それぞれの時間で関連付けていくことが必要となってきます。パッケージ型ユニットによる道徳学習プロセスでは，児童の学習課題の解決に向けた授業が展開されますが，一方で，１時間ごとの学習する内容項目についての学びも，もちろん大事なものです。１時間の授業で，その時間の学びとユニットテーマをどのように結び付けていくのか，考えていかなくてはなりません。★



【因北小ユニット道徳の考え方】

テーマに即して同一価値を複数
時間ユニットとして組む。

テーマに即して異なる価値内容
を組み合わせて複数時間ユニッ
トとして組む。

中心となるテーマを，ほかの価値
内容で補強してユニットを組む。

田沼茂紀編著『道徳科授業のつくり方 パッケージ型ユニットでパフォーマンス評価』
東洋館出版、2017年、88頁。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ユニットの構成の仕方としては，こちらに示した３つのパターンがあります。指導者の意図に応じて，構成の仕方を変えます。★



つまり・・・
「パッケージ型ユニット道徳」とは，道徳科の授業で

単元
をつくるということ！

【パッケージ型ユニット道徳の考え方】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「因北小ユニット道徳」とは，★道徳科の授業を核として，単元を作ることだと言えます。本校では，この理解のもとに，研究を進めてきました。



①複数の教材を複数時間取り扱い，１つのユニットとして ねら
い（学教教育目標）にせまることを目指している。
②複数の教材を複数時間で取り扱うことにより，児童は
多面的・多角的に物事を考えることができる。
③各教科やその他の教育活動と連携させる（カリキュラ
ム・マネジメント）ことにより，道徳の授業で学んだこと
が生活にいかされる。

④ユニットテーマについて，自ら課題意識をもって臨むこ
とができる。

⑤おおくくりなまとまりを踏まえた評価ができる。

【パッケージ型ユニット道徳の考え方】

簡単にいうと・・・
良さは・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして，パッケージ型ユニット道徳を進めることで，このような良さがあります。続いて，その実際について，ご説明いたします。★



【因北小ユニット道徳 進め方】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実施したユニット学習は，学びのあしあととして「授業のまとめ」を作成し，教室に掲示することで児童が学習を振り返ったり，生活と関連させたりできるようにします。各教科行事等の掲示物や写真も一緒に掲示し，一つのユニットとして作成していければと思います。★



【パッケージ型ユニット道徳 進め方】

ユニットテーマに
沿って，各学級で設
定する。

ユニット学習前に，
学級活動や帯タイ
ムを使って取り組む。

関連させた教科や
行事，日常で考え
たこと，学んだこと
を書く。
例：友達に助けてもらっ
て嬉しかったから，今度
は自分も助けたい。

資質・能力についての振
り返りを行う。
【主体性・表現力】
★道徳の授業と日常の
つながりを感じさせる！

おうちの方にコメントを書
いていただく。
★学習内容，児童の変容，
道徳の取り組みを知っ
てもらう。

中高学年用 ユニット学習後の
考えを書く。
例：学習前は～だったけ
ど，～考えが変わった。
例：これからは～してい
きたい。

学習前と学習後の考えをもとに，
・多面的・多角的な見方が発展しているか
・道徳的価値の理解が深まっているか
を見て取り，内面の変容を記述で評価する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて，ユニット道徳を進める際に今年度から「ユニット道徳シート」を使っています。このシートは，ユニットについて児童の考えの変容を児童自身が自覚し，授業で学んだことを生活にいかすことができるようにするためのものです。また，指導者が児童の変容を見取り，評価するときにいかすこともできると思います。まず，★ユニット学習前の考えを記述します。★次に，各教科や行事，休憩時間等，日常でユニットテーマについて学んだことを書きます。例えば，総合的な学習の時間との関連があれば，その日の帰りの会やチャレンジタイム等の短い時間を使って，総合的な学習の時間でユニットテーマについて学んだことを記述します。そして，★ユニット学習後の考えや学習前の考えと比べて考が変わったことなどを記述します。指導者が，内面の変容を評価できるように，お話や活動の感想文にならないようにする必要があります。資質・能力についての振り返りを行ったり，おうちの方にコメントを書いていただいたりし，ユニットシートが完成します。完成したシートはキャリアファイルに綴じ，学びを見返すことができるようにしようと思います。★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際に書いたものがこちらです。自己を高める生き方について学習前は，「自分に厳しく」という考えをもっていましたが，学習後には，「厳しいだけでは続かない」「友達と高め合うこと」や「自分が頑張る意味」をみつけることが大切だということに気付いています。★



道徳の授業を楽しんでいきましょう♪

道徳の時間が子ども達にとっても先生たちに
とってもプラス１される時間でありますように・・・

ワンッ
《参考文献》
丸岡慎弥著『考え，議論する道徳授業のつくり方・評価』学陽書房 2019
加藤宣行著『教材研究＆授業構想の鉄則35』明治図書 2020
加藤宣行著『話し合い＆道徳ノートの鉄則45』明治図書 2019
広島県教育委員会『道徳教育改善・充実のための道徳教育研修ハンドブック』2017
広島教育センター『授業リードシート』
香川大学教職大学院 香川県教育センター『道徳ラボー校内研修の充実ー』
『道徳教育5月号』
『小学道徳 生きる力 研究編』

説明が不十分で分かりづらいところがあると思います。
気になる点等ありましたら，お声かけください。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりましたが，児童が楽しいと思える授業にするため，授業するわたしも楽しむ気持ちをもって頑張っています。道徳科の授業は，児童のいろいろな考えが聞け，児童が自分のことを語れる貴重な時間だと思っています。児童の考えに学ぶことも多いです。また，日頃の学級の様子がよく現れる授業だとも思います。児童とともに「こうでもない」「あぁでもない」と議論を楽しめ，児童にも先生方にとってもプラス★1される時間であればと思います。参考にした文献は以下の通りです。これで，説明を終わります。ありがとうございました。
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